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東
北
線
の
開
業

　

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
十
二
月
十
五
日
、
た
く

さ
ん
の
人
が
仙
台
駅
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
上
野
か

ら
徐
々
に
鉄
路
を
北
に
伸
ば
し
て
き
た
日
本
鉄
道
東

北
線
が
、
こ
の
日
、
福
島
県
郡
山
か
ら
塩
釜
ま
で
開

通
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
開
通
式
が
仙
台
駅
で
行

わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
。

　

鉄
道
開
通
を
祝
っ
て
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
人
々

は
初
め
て
の
列
車
が
到
着
す
る
の
を
今
か
今
か
と
待

ち
わ
び
ま
し
た
。
し
か
し
一
番
列
車
は
、
福
島
県
内
で

一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
季
節
は
ず
れ
の
大
雪
に
阻
ま

れ
、
仙
台
駅
に
到
着
し
た
の
は
到
着
予
定
時
間
を
三

時
間
も
遅
れ
た
午
後
一
〇
時
二
五
分
の
こ
と
。
列
車
を

待
っ
て
い
た
人
々
の
多
く
が
、
疲
れ
果
て
て
帰
宅
し
た

後
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
で
幕
を
開
け
た
東
北

線
で
し
た
が
、
明
治
二
十
四
年
に
は
青
森
ま
で
の
全

線
が
開
通
。
仙
台
周
辺
で
は
岩
切
、
長
町
、
陸
前
中

田
（
現
在
の
南
仙
台
）
の
各
駅
が
大
正
時
代
ま
で
に

開
業
し
、
東
北
地
方
の
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
の
機

能
を
徐
々
に
整
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

仙
台
駅
前
の
発
展

　

仙
台
駅
が
設
け
ら
れ
た
仙
台
の
東
六
番
丁
は
、
も

と
も
と
は
市
街
地
の
東
端
に
位
置
す
る
武
家
屋
敷
街

で
し
た
。
し
か
し
、
駅
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

一
帯
に
は
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
り
ま
し
た
。
商
店

や
運
送
業
者
な
ど
の
支
店
、
飲
食
店
、
旅
館
な
ど
が

次
々
に
作
ら
れ
た
の
で
す
。
ま
た
市
街
地
中
心
部
か

ら
駅
へ
向
か
う
南
町
通
や
新
伝
馬
町
・
名
掛
丁
も
発

展
し
、
近
代
都
市
・
仙
台
の
新
し
い
発
展
が
、
駅
を

核
と
し
て
始
動
し
た
の
で
す
。

　

仙
台
駅
前
に
作
ら
れ
た
新
し
い
街
並
み
の
中
で
も

人
々
の
目
を
引
い
た
の
は
、
ホ
テ
ル
で
し
た
。
仙
台

に
作
ら
れ
た
最
初
の
ホ
テ
ル
は
、
日
本
鉄
道
直
営
の

仙
台
陸
奥
館
で
、
明
治
二
十
三
年
三
月
の
開
業
。
客

室
は
全
て
洋
室
で
、
そ
れ
ま
で
の
旅
館
と
は
一
線
を

画
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
二
十
五
年
七
月
に
は
、
名

称
に
初
め
て
「
ホ
テ
ル
」
の
名
を
冠
し
た
陸
奥
ホ
テ

ル
が
開
業
。
そ
し
て
明
治
二
十
九
年
五
月
に
は
駅
の

真
向
か
い
で
仙
台
ホ
テ
ル
が
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

針
久
や
奥
田
な
ど
の
和
風
旅
館
も
立
ち
並
ぶ
一
大

激
戦
地
と
な
っ
た
仙
台
駅
前
で
、
仙
台
ホ
テ
ル
は
洋

風
二
階
建
て
の
建
物
で
洋
食
を
出
す
と
い
う
「
ハ
イ

カ
ラ
」
さ
を
売
り
に
し
ま
し
た
。
明
治
三
十
八
年

に
は
三
階
建
て
で
展
望
用
の
塔
を
持
つ
建
物
に
改
築
。

駅
の
真
向
か
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
仙
台
ホ
テ
ル

は
仙
台
駅
前
を
象
徴
す
る
建
物
と
な
っ
た
の
で
す
。

観
光
業
の
展
開

　

こ
の
仙
台
ホ
テ
ル
を
経
営
し
た
の
は
、
江
戸
時
代

か
ら
国
分
町
で
旅
館
業
を
営
む
大
泉
屋
で
し
た
。
当

時
の
当
主
で
あ
っ
た
梅
次
郎
は
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
に
老
舗
の
肴
問
屋
で
あ
る
梅
村
家
に
生
ま
れ
、
養

子
に
迎
え
ら
れ
た
人
物
で
す
。
梅
次
郎
が
入
っ
た
当

時
、
大
泉
屋
の
経
営
は
思
わ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
闊か
っ
た
つ達
で
ア
イ
デ
ア
・
マ
ン
で
あ
っ

た
梅
次
郎
は
、
ま
た
た
く
ま
に
業
績
を
回
復
さ
せ
、

東
北
随
一
の
旅
館
業
者
に
発
展
さ
せ
た
の
で
す
。

　

そ
の
大
き
な
転
機
が
鉄
道
開
業
で
し
た
。
鉄
道
の

将
来
性
を
高
く
評
価
し
た
梅
次
郎
は
、
駅
前
に
新
出

し
よ
う
と
金
策
に
走
り
ま
す
が
、
街
の
は
ず
れ
に
土

地
を
買
お
う
と
す
る
梅
次
郎
は
変
わ
り
者
扱
い
さ
れ
、

誰
も
融
資
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
最
後
に
銀
行
へ
行

き
「
私
自
身
が
担
保
で
す
」
と
見
栄
を
き
り
、
そ
の

あ
ま
り
の
自
信
に
感
じ
入
っ
た
支
店
長
が
よ
う
や
く

融
資
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
梅
次
郎
は
駅
前
に

三
三
〇
〇
平
米
の
土
地
を
確
保
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
土
地
に
旅
館
を
建
て
た
梅
次
郎
は
、
こ
れ

を
ホ
テ
ル
に
発
展
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
弁
当
部
を

作
っ
て
、
駅
構
内
の
売
店
や
食
堂
、
駅
弁
販
売
、
急

行
列
車
の
列
車
食
堂
（
食
堂
車
）
営
業
の
権
利
を
獲

得
し
、
一
気
に
「
仙
台
ホ
テ
ル
」
の
名
前
を
東
北
一

円
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
梅
次
郎
は
、
大
手
旅
館
と
協
定
を
結
び
、
顧

客
を
棲
み
分
け
て
共
存
繁
栄
を
図
る
と
と
も
に
、
旅

行
客
の
便
を
一
層
向
上
さ
せ
よ
う
と
全
国
の
大
手
旅

館
と
の
提
携
も
進
め
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
団
体
旅
行

の
企
画
、
誘
致
を
積
極
的
に
行
い
、
松
島
を
大
観
光

地
に
発
展
さ
せ
る
な
ど
、
梅
次
郎
は
東
北
の
観
光
業

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
時
代
の
波
を
的
確
に
把
握
し
た
梅
次
郎
は
、

成
長
株
の
地

元
企
業
に
も

多
く
の
投
資

を
行
い
、
仙
台

の
実
業
界
に

大
き
な
功
績

を
残
し
ま
し

た
。
昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

年
一
月
二
日
没
。

八
二
歳
の
大

往
生
で
し
た
。
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明治時代の仙台　近代化とそのくらし

好評発売中

明治30年代の仙台駅（個人蔵）　仙台駅が設けられた東六番丁は、市街地のはずれに位置していたが、
駅前には旅館や商店、運送会社が軒を並べるようになり、市街地の一つの核へと発展していった。

明治38年に建てられた仙台ホテルの建物。昭和20年の仙台空
襲で焼失するまで、仙台駅前の顔として親しまれた


